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追 悼 の 辞
当研究所所員近藤恒次博士は,昨年8月16日午前1時急逝 された。
まことに哀惜にたえない次第である。思えば昭和25年に当研究所に所
員として参加 されてより以来,28年余の間孜々として当地方の歴史,
文学の研究に打こまれ,本 紀要にも殆ん ど毎号のように貴重な研究成
果を発表された。 中で も7回に わたって 連載された 「新居関所の研
究」は,若 干の改訂をへて上梓され,こ の業績によって昭和47年には
文学博士の学位を受けられた。 この他三河地方文献の解題 として著名
な 「三河文献綜覧」を含む10編の著書と20編におよぶ研究論文は,当
地方史研究の水準を高め,後 の研究者の指針 となるものであった。
また当研究所における御活」躍の他にも,豊橋市文化財保護審議会委
員として文化財の保護につ とめられ,豊 橋医師会史 ・時習館高校史 ・
豊橋市史の編集委員として,そ れぞれの執筆 ・編纂に尽力されて来
た。ただ最後の豊橋市史は未だ刊行途上にあり,博士を失った損失は
はか り知れないものがある。
博士は本紀要にも執筆 を予定されていたようであり,構想を練 られ
ていた御様子であったが,惜 しくも著手されずに終ったことは残念で
あった。こΣに博士の生前の当研究所にたいする御尽力の一端に報い
るために追悼の辞を捧げ,博 士の御冥福を祈る次第である。
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